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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

気になるキーワード、
どれですか？

道
路
環
境
整
備

国
上
山
エ
リ
ア

移
住
定
住
促
進

産
後
ケ
ア
事
業

脱
炭
素
社
会

ヘ
ル
メ
ッ
ト

高
校
の
将
来

男
性
育
児
参
加

空
き
家
対
策

い
じ
め
不
登
校

都
市
公
園

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

農
業
問
題

廃
棄
方
法
周
知

介
護
保
険
制
度

英
語
教
育

16 の視点 一般質問

（一般質問全編は各議員のＱＲコードから録画映像でご覧いただけます）

議員が独自の視点で市に考えを聞く一般質問は今回16名が登壇。

16のキーワードから興味あるページへどうぞ。議員の解説　 も必見です！

P.6P.7P.8P.9P.10P.11P.12P.13P.14 P.7P.8P.9P.10P.11P.12P.13

国道289号の交通円滑化を

問
国
道
２
８
９
号
の
渋
滞

問
題
の
市
の
認
識
を
伺

う
。答

国
道
２
８
９
号
は
県
央

基
幹
病
院
に
つ
な
が
る

重
要
な
幹
線
道
路
で
も
あ
り
、

交
通
円
滑
化
の
対
策
が
必
要
で

あ
る
。
７
月
の
県
央
基
幹
病
院

設
置
に
係
る
道
路
等
環
境
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
の
要
望
活
動

で
も
新
た
な
項
目
と
し
て
、
国

や
県
に
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

問
小
池
工
業
団
地
南
側
か

ら
栄
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

答
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
、
長
期
的
な
視

点
で
検
討
が
必
要
な
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
一
つ
と
し
て
示
し
て
い

る
。
市
を
ま
た
ぐ
道
路
整
備
は

国
や
県
、
周
辺
自
治
体
の
理
解

と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、

様
々
な
機
会
を
捉
え
て
当
該
ア

ク
セ
ス
道
路
の
必
要
性
を
訴
え

て
要
望
し
た
い
。

持
続
性
の
あ
る　

観
光
の
実
現
を

問
国
上
山
の
可
能
性
と
、

そ
の
魅
力
を
さ
ら
に
引

き
出
し
て
生
か
し
て
い
く
た
め

の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
国
上
山
は
低
山
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
動
植
物
の

宝
庫
で
あ
り
、
良
寛
関
連
史
跡

や
新
潟
の
橋
50
選
に
も
選
ば
れ

た
千
眼
堂
つ
り
橋
な
ど
の
観
光

資
源
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。

国
上
地
域
の
観
光
拠
点
の
機
能

を
生
か
し
、
多
く
の
観
光
客
に

足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
情

報
発
信
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
。

県央基幹病院
へのアクセス
向上を図るた
めにも、国道
289号の渋滞
緩和対策は重
要である

 答弁   国や県に渋滞対策の要望を行っていく録画映像

高
た か は し

橋妙
た え こ

子
　　　　（創成）

質問項目▶  道路整備について 　 観光について 

国上山周辺の取り組みは

問
国
上
山
周
辺
の
新
た
な

取
り
組
み
や
、
目
標
は

あ
る
の
か
。
ま
た
、
道
の
駅
国

上
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
来
客
数

の
変
化
を
伺
う
。

答
国
上
山
を
含
む
エ
リ
ア

は
、
寺
泊
地
区
と
弥
彦

神
社
を
結
ぶ
動
線
上
に
位
置
す

る
ほ
か
、
史
跡
な
ど
観
光
や
文

化
的
側
面
か
ら
も
、
重
要
な
地

域
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
に
自

然
と
遊
ぶ
道
の
駅
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
１
年

９
か
月
間
の
累
計
来
館
者
が
、

１
０
０
万
人
を
突
破
し
た
。
観

光
振
興
を
推
進
し
、
交
流
人
口

の
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。

分
水
良
寛
史
料
館

の
移
転

問
良
寛
史
料
館
移
転
予
定

地
周
辺
に
あ
る
と
思
わ

れ
る
地
震
の
断
層
や
、
国
営
事

業
の
随
道
が
通
っ
て
い
る
が
、

影
響
は
な
い
の
か
伺
う
。

答
地
震
が
発
生
す
る
可
能

性
は
な
い
と
は
言
え
な

い
が
、
広
く
市
内
全
域
に
も
影

響
が
あ
る
と
考
え
る
。
随
道
に

関
し
て
は
、
関
係
機
関
と
協
議

の
結
果
、
工
事
に
影
響
が
な
い

と
確
認
し
て
い
る
。

分
水
地
蔵
堂　
　

中
村
家
の
保
存

問
中
村
家
の
売
却
の
話
が

出
て
い
る
が
、
認
識
し

て
い
る
か
。
ま
た
そ
の
対
応
を

伺
う
。

答
良
寛
が
少
年
期
学
ぶ
際

に
、
寄
宿
先
と
し
て
い

た
と
承
知
し
て
い
る
。
建
物
は
、

購
入
し
保
存
す
る
こ
と
は
困
難

だ
が
、
ま
ず
は
現
状
把
握
を
し

た
い
。

「道の駅国上」脇の
駐車場増設場所に
移転予定の分水良
寛史料館

 答弁   活性化を図り、観光振興していく録画映像

藤
ふ じ い

井秀
ひ で と

人
（新風みらい）

質問項目▶  今後の国上山周辺の取り組み 　 分水・地蔵堂中村家 

地域おこし協力隊の今後は

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

現
状
と
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
伺
う
。

答
市
で
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
令
和
５
年
度
ま
で

に
13
名
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
移
住

促
進
や
斬
新
な
視
点
で
成
果
を

上
げ
て
い
る
。
今
後
も
環
境
整

備
や
地
域
と
の
連
携
を
支
援
し
、

定
住
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

問
生
成
Ａ
Ｉ
の
現
状
の
取

り
組
み
と
今
後
の
展
望

を
伺
う
。

答
令
和
５
年
度
に
試
験
導

入
し
、
令
和
６
年
度
か

ら
本
格
的
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
内
部

業
務
に
活
用
し
て
い
る
。
利
用

ル
ー
ル
の
徹
底
や
職
員
研
修
で

注
意
事
項
を
周
知
し
、
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

24
時
間
自
動
応
答
の
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
な
ど
、
市
民
向
け
サ
ー

ビ
ス
の
研
究
も
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
市
教
育
委
員
会
で
の
現

状
の
取
り
組
み
と
今
後

の
展
望
を
伺
う
。

答
文
部
科
学
省
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
周
知
し
、
教

職
員
が
文
書
や
教
材
作
成
に

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
い
る
。

効
果
的
な
活
用
事
例
を
研
究
し
、

各
校
で
の
利
用
を
促
進
し
て
い

き
た
い
。
子
供
た
ち
に
も
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
適
切
な

生
成
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
の
活
用
を
研

究
し
て
い
く
。

相
続
登
記
の
義
務
化

問
相
続
登
記
の
義
務
化
を

ど
の
よ
う
に
住
民
に
周

知
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
相
続
登
記
義
務
化
を
法

務
局
と
協
力
し
、
チ
ラ

シ
や
広
報
つ
ば
め
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い
る
。

 答弁   働く環境整備と地域との関係構築を強化録画映像

齋
さ い と う

藤和
か ず や

也
　　　　（創成）

移住や交流情報
を発信してい
る「ニッポン移
住・交流ナビ
JOIN」

質問項目▶  地域おこし協力隊の現状と今後 　 生成 AI の取り組み 　 相続登記の義務化について 
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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

質問項目▶  産後ケア事業について 　 充実した福祉サービスについて 

燕市ゼロカーボンの在り方

環
境
省
が
推
計
し
て

い
る
直
近
の
本
市
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、
令
和
３

年
度
81
万
８
０
０
０
ト
ン
で
、

こ
の
排
出
量
は
12
年
度
ま
で

想
定
す
る
削
減
ラ
イ
ン
内
で

あ
り
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

問
令
和
４
年
６
月
に
﹁
燕

市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
﹂
を
し
て
以
来
、
総

合
的
な
評
価
、
目
標
値
に
対
す

る
現
在
の
達
成
度
は
ど
の
程
度

か
伺
う
。

答
第
三
次
環
境
基
本
計
画

で
２
０
３
０
年
度
を
目

標
年
と
定
め
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

を
平
成
25
年
度
の
１
０
９
万
５

０
０
０
ト
ン
に
対
し
、
46
％
減

の
59
万
１
０
０
０
ト
ン
と
定
め
、

目
標
達
成
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
る
。

問
道
路
に
設
置
し
て
い
る

電
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
及
び

電
気
自
動
車
の
普
及
促
進
に
係

る
充
電
施
設
整
備
の
現
状
は
ど

う
か
伺
う
。

答
市
内
道
路
の
電
灯
は
防

犯
灯
と
道
路
照
明
の
２

種
類
あ
り
、
防
犯
灯
は
１
万
２

６
０
０
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
完
了

し
て
い
る
。
道
路
照
明
は
１
１

２
０
灯
の
水
銀
灯
の
う
ち
、
１

２
２
灯
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
済
み
で
、

令
和
６
年
３
月
末
現
在
、
道
路

に
設
置
し
て
い
る
電
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
率
は
92
・
７
％
で
あ
る
。

　

ま
た
、
電
気
自
動
車
の
普
及

の
た
め
に
も
充
電
設
備
の
整
備

が
重
要
で
あ
り
、
早
期
に
市
役

所
や
道
の
駅
国
上
な
ど
公
共
施

設
５
か
所
に
設
置
で
き
る
よ
う
、

国
に
対
し
て
補
助
金
申
請
を
し

て
い
る
。

 答弁   2050年にCO2排出量ゼロを目指す録画映像

大
お お し ま

島靖
や す ひ ろ

浩
　　　　（創成）

燕市ゼロカーボ
ンシティ宣言

質問項目▶  燕市における脱炭素社会づくりについて 

第三次燕市総合
計画

みんなで目指そう
ゼロカーボンシティー
まずは自分でできることから…

利用しやすい産後ケア事業を

よ
り
良
い
子
育
て
環

境
の
た
め
、
母
親
の

産
後
の
心
理
的
・
身
体
的
サ

ポ
ー
ト
を
目
的
と
し
た
産
後

ケ
ア
事
業
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。

問
市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト
等
を
活
用
し
、
利

用
者
に
届
き
や
す
く
、
ま
た
産

後
ケ
ア
事
業
を
想
像
し
や
す
い

よ
う
周
知
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
そ
れ
ら
を
活
用
し
、
事

業
の
必
要
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
利
用
者
に
分
か
り
や
す
い

発
信
、
周
知
を
検
討
し
て
い
く
。

問
産
後
ケ
ア
事
業
の
委
託

機
関
を
、
よ
り
利
用
し

や
す
く
す
る
た
め
に
拡
充
で
き

な
い
か
伺
う
。

答
利
用
者
が
委
託
し
て
い

な
い
機
関
で
産
後
ケ
ア

を
受
け
た
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
負
担
額
を
払
い
戻
す
﹁
償
還

払
い
﹂
の
対
応
を
し
て
い
く
。

問
て
ま
り
の
湯
で
は
、﹁
ぱ

ぱ
ま
ま
温
泉
﹂︵
７
月

以
降
は
﹁
子
育
て
温
泉
﹂︶
と

い
う
産
後
ケ
ア
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
市
も
積
極
的
に
関
わ
っ

て
も
ら
い
た
い
が
、
い
か
が
か
。

答
情
報
発
信
や
、
出
張
児

童
館
な
ど
で
の
連
携
な

ど
を
検
討
し
、
施
設
の
産
後
ケ

ア
事
業
が
よ
り
円
滑
に
運
営
さ

れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

よ
り
利
用
し
や
す

い
窓
口
対
応
を
！

問
耳
の
周
囲
に
あ
る
軟
骨

を
振
動
さ
せ
て
音
声
を

伝
え
る
﹁
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
﹂

は
、
難
聴
者
と
の
よ
り
円
滑
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

上
で
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

答
来
年
度
に
向
け
て
窓
口

に
設
置
し
て
い
き
た
い
。

 答弁   制度改正を含め利用しやすくする録画映像

近
こ ん ど う

藤隆
た か ゆ き

行
（公明党）

心と体をリフレッシュ
してくれる産後ケア

市民対象にヘルメット補助を

新
潟
県
の
自
転
車
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
率
が

全
国
最
下
位
の
２
・
４
％
と

発
表
さ
れ
た
。
信
号
機
の
な

い
交
差
点
の
不
停
止
も
23
・

２
％
と
全
国
最
下
位
で
あ
る
。

県
内
で
は
５
年
間
の
自
転
車

死
亡
事
故
34
人
中
18
人
が

着
用
し
て
い
な
か
っ
た
。
愛

知
県
で
は
54
自
治
体
の
う
ち

50
自
治
体
が
独
自
の
補
助
を

行
う
な
ど
積
極
的
で
あ
る
。

新
潟
県
は
18
歳
ま
で
１
０
０

０
円
の
自
治
体
補
助
を
す
る

と
し
て
い
る
が
、
燕
市
独
自

の
補
助
制
度
を
求
め
た
。

問
燕
市
は
中
学
生
へ
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
補
助
を
廃
止

し
た
が
、
県
の
補
助
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
の
積

極
的
推
進
の
た
め
、
年
齢
問
わ

ず
対
象
を
市
民
全
体
と
す
る
こ

と
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。
ま

た
着
用
の
状
況
は
ど
う
か
伺
う
。

答
燕
市
の
着
用
状
況
は
、

警
察
署
管
内
単
位
で
は

調
査
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
明

だ
が
、
市
内
小
学
校
で
は
﹁
必

ず
被
る
54
・
７
％
﹂﹁
ほ
と
ん

ど
被
る
15
・
７
％
﹂、
中
学
生

は
学
校
生
活
以
外
で
﹁
必
ず
被

る
25
・
６
％
﹂﹁
ほ
と
ん
ど
被

る
11
・
２
％
﹂
だ
っ
た
。
広
報

で
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
る
と
死

亡
事
故
が
２
分
の
１
に
な
る
と

啓
発
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
小

中
高
生
の
自
転
車
利
用
が
高
い

の
で
、
ま
ず
は
18
歳
以
下
の
補

助
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、

県
の
補
助
内
容
を
確
認
し
た
上

で
対
象
者
を
含
め
た
詳
細
を
決

め
て
い
き
た
い
。

 答弁   県の補助内容確認し対象者含め検討する録画映像

長
な が い

井由
ゆ き お

喜雄
（日本共産党議員団）

質問項目▶ 柏崎刈羽原子力発電所再稼働問題　 自転車ヘルメット購入補助制度 

ヘルメットは子供や高齢者
の命を守る大切なものとな
ります。

燕市から高校がなくなるのか

県
で
は
、
今
年
度
中

に
﹁
県
立
高
校
の
将

来
構
想
﹂
を
ま
と
め
る
と
し

て
い
る
。
従
来
の
構
想
で
は
、

１
学
年
４
学
級
未
満
は
統
廃

合
を
検
討
す
る
と
示
し
て
お

り
、
現
在
、
市
内
の
高
校
・

中
等
は
す
べ
て
１
学
年
２
学

級
と
統
廃
合
の
可
能
性
も
…
。

問
燕
市
に
と
っ
て
分
水
・

吉
田
・
燕
中
等
の
３
校

は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
考
え
る
が
、
市
は
そ
の
存
在

意
義
を
ど
う
考
え
、
今
後
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
か
？

答
燕
市
に
と
っ
て
３
校
全

て
が
市
内
の
子
供
た
ち

の
大
切
な
進
路
先
で
あ
り
、
将

来
の
地
域
社
会
や
地
場
産
業
を

担
う
人
材
育
成
に
重
要
な
存
在

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地
域
と

の
連
携
強
化
を
図
り
、
小
規
模

で
も
魅
力
あ
る
地
域
の
大
切
な

学
校
と
し
て
存
続
で
き
る
よ
う

に
、
県
へ
要
望
書
を
提
出
し
た
い
。

公
民
館
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

公
民
館
は
社
会
教
育

法
で
使
い
方
が
限
定

さ
れ
て
お
り
、一
方
で
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
使
い
方

を
市
が
決
め
る
こ
と
が
で
き
、

幅
広
い
活
用
に
つ
な
が
る
。

問
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
の
議

論
を
進
め
ら
れ
な
い
か
伺
う
。

答
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
公

共
施
設
の
在
り
方
か
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
転

換
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
ず
は
１
か

所
を
試
験
運
用
し
、
課
題
を
見

極
め
、
他
の
公
民
館
に
広
げ
て

い
く
形
を
検
討
し
て
い
る
。

分水高校ボラン
ティア部が地域の
方々と協働し、国
上の竹でメンマ作
りをしている様子

 答弁   大切な高校の存続に向けて県へ要望する録画映像

佐
さ の

野大
だ い す け

輔
　（新風みらい）

質問項目▶  高校の今後 　 公民館の今後の在り方 
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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

質問項目▶  産後ケア事業について 　 充実した福祉サービスについて 

燕市ゼロカーボンの在り方

環
境
省
が
推
計
し
て

い
る
直
近
の
本
市
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、
令
和
３

年
度
81
万
８
０
０
０
ト
ン
で
、

こ
の
排
出
量
は
12
年
度
ま
で

想
定
す
る
削
減
ラ
イ
ン
内
で

あ
り
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

問
令
和
４
年
６
月
に
﹁
燕

市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
﹂
を
し
て
以
来
、
総

合
的
な
評
価
、
目
標
値
に
対
す

る
現
在
の
達
成
度
は
ど
の
程
度

か
伺
う
。

答
第
三
次
環
境
基
本
計
画

で
２
０
３
０
年
度
を
目

標
年
と
定
め
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

を
平
成
25
年
度
の
１
０
９
万
５

０
０
０
ト
ン
に
対
し
、
46
％
減

の
59
万
１
０
０
０
ト
ン
と
定
め
、

目
標
達
成
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
る
。

問
道
路
に
設
置
し
て
い
る

電
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
及
び

電
気
自
動
車
の
普
及
促
進
に
係

る
充
電
施
設
整
備
の
現
状
は
ど

う
か
伺
う
。

答
市
内
道
路
の
電
灯
は
防

犯
灯
と
道
路
照
明
の
２

種
類
あ
り
、
防
犯
灯
は
１
万
２

６
０
０
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
完
了

し
て
い
る
。
道
路
照
明
は
１
１

２
０
灯
の
水
銀
灯
の
う
ち
、
１

２
２
灯
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
済
み
で
、

令
和
６
年
３
月
末
現
在
、
道
路

に
設
置
し
て
い
る
電
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
率
は
92
・
７
％
で
あ
る
。

　

ま
た
、
電
気
自
動
車
の
普
及

の
た
め
に
も
充
電
設
備
の
整
備

が
重
要
で
あ
り
、
早
期
に
市
役

所
や
道
の
駅
国
上
な
ど
公
共
施

設
５
か
所
に
設
置
で
き
る
よ
う
、

国
に
対
し
て
補
助
金
申
請
を
し

て
い
る
。

 答弁   2050年にCO2排出量ゼロを目指す録画映像

大
お お し ま

島靖
や す ひ ろ

浩
　　　　（創成）

燕市ゼロカーボ
ンシティ宣言

質問項目▶  燕市における脱炭素社会づくりについて 

第三次燕市総合
計画

みんなで目指そう
ゼロカーボンシティー
まずは自分でできることから…

利用しやすい産後ケア事業を

よ
り
良
い
子
育
て
環

境
の
た
め
、
母
親
の

産
後
の
心
理
的
・
身
体
的
サ

ポ
ー
ト
を
目
的
と
し
た
産
後

ケ
ア
事
業
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
。

問
市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト
等
を
活
用
し
、
利

用
者
に
届
き
や
す
く
、
ま
た
産

後
ケ
ア
事
業
を
想
像
し
や
す
い

よ
う
周
知
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
そ
れ
ら
を
活
用
し
、
事

業
の
必
要
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
利
用
者
に
分
か
り
や
す
い

発
信
、
周
知
を
検
討
し
て
い
く
。

問
産
後
ケ
ア
事
業
の
委
託

機
関
を
、
よ
り
利
用
し

や
す
く
す
る
た
め
に
拡
充
で
き

な
い
か
伺
う
。

答
利
用
者
が
委
託
し
て
い

な
い
機
関
で
産
後
ケ
ア

を
受
け
た
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
負
担
額
を
払
い
戻
す
﹁
償
還

払
い
﹂
の
対
応
を
し
て
い
く
。

問
て
ま
り
の
湯
で
は
、﹁
ぱ

ぱ
ま
ま
温
泉
﹂︵
７
月

以
降
は
﹁
子
育
て
温
泉
﹂︶
と

い
う
産
後
ケ
ア
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
市
も
積
極
的
に
関
わ
っ

て
も
ら
い
た
い
が
、
い
か
が
か
。

答
情
報
発
信
や
、
出
張
児

童
館
な
ど
で
の
連
携
な

ど
を
検
討
し
、
施
設
の
産
後
ケ

ア
事
業
が
よ
り
円
滑
に
運
営
さ

れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

よ
り
利
用
し
や
す

い
窓
口
対
応
を
！

問
耳
の
周
囲
に
あ
る
軟
骨

を
振
動
さ
せ
て
音
声
を

伝
え
る
﹁
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
﹂

は
、
難
聴
者
と
の
よ
り
円
滑
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

上
で
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

答
来
年
度
に
向
け
て
窓
口

に
設
置
し
て
い
き
た
い
。

 答弁   制度改正を含め利用しやすくする録画映像

近
こ ん ど う

藤隆
た か ゆ き

行
（公明党）

心と体をリフレッシュ
してくれる産後ケア

市民対象にヘルメット補助を

新
潟
県
の
自
転
車
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
率
が

全
国
最
下
位
の
２
・
４
％
と

発
表
さ
れ
た
。
信
号
機
の
な

い
交
差
点
の
不
停
止
も
23
・

２
％
と
全
国
最
下
位
で
あ
る
。

県
内
で
は
５
年
間
の
自
転
車

死
亡
事
故
34
人
中
18
人
が

着
用
し
て
い
な
か
っ
た
。
愛

知
県
で
は
54
自
治
体
の
う
ち

50
自
治
体
が
独
自
の
補
助
を

行
う
な
ど
積
極
的
で
あ
る
。

新
潟
県
は
18
歳
ま
で
１
０
０

０
円
の
自
治
体
補
助
を
す
る

と
し
て
い
る
が
、
燕
市
独
自

の
補
助
制
度
を
求
め
た
。

問
燕
市
は
中
学
生
へ
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
補
助
を
廃
止

し
た
が
、
県
の
補
助
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
の
積

極
的
推
進
の
た
め
、
年
齢
問
わ

ず
対
象
を
市
民
全
体
と
す
る
こ

と
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。
ま

た
着
用
の
状
況
は
ど
う
か
伺
う
。

答
燕
市
の
着
用
状
況
は
、

警
察
署
管
内
単
位
で
は

調
査
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
明

だ
が
、
市
内
小
学
校
で
は
﹁
必

ず
被
る
54
・
７
％
﹂﹁
ほ
と
ん

ど
被
る
15
・
７
％
﹂、
中
学
生

は
学
校
生
活
以
外
で
﹁
必
ず
被

る
25
・
６
％
﹂﹁
ほ
と
ん
ど
被

る
11
・
２
％
﹂
だ
っ
た
。
広
報

で
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
る
と
死

亡
事
故
が
２
分
の
１
に
な
る
と

啓
発
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
小

中
高
生
の
自
転
車
利
用
が
高
い

の
で
、
ま
ず
は
18
歳
以
下
の
補

助
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、

県
の
補
助
内
容
を
確
認
し
た
上

で
対
象
者
を
含
め
た
詳
細
を
決

め
て
い
き
た
い
。

 答弁   県の補助内容確認し対象者含め検討する録画映像

長
な が い

井由
ゆ き お

喜雄
（日本共産党議員団）

質問項目▶ 柏崎刈羽原子力発電所再稼働問題　 自転車ヘルメット購入補助制度 

ヘルメットは子供や高齢者
の命を守る大切なものとな
ります。

燕市から高校がなくなるのか

県
で
は
、
今
年
度
中

に
﹁
県
立
高
校
の
将

来
構
想
﹂
を
ま
と
め
る
と
し

て
い
る
。
従
来
の
構
想
で
は
、

１
学
年
４
学
級
未
満
は
統
廃

合
を
検
討
す
る
と
示
し
て
お

り
、
現
在
、
市
内
の
高
校
・

中
等
は
す
べ
て
１
学
年
２
学

級
と
統
廃
合
の
可
能
性
も
…
。

問
燕
市
に
と
っ
て
分
水
・

吉
田
・
燕
中
等
の
３
校

は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

と
考
え
る
が
、
市
は
そ
の
存
在

意
義
を
ど
う
考
え
、
今
後
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
か
？

答
燕
市
に
と
っ
て
３
校
全

て
が
市
内
の
子
供
た
ち

の
大
切
な
進
路
先
で
あ
り
、
将

来
の
地
域
社
会
や
地
場
産
業
を

担
う
人
材
育
成
に
重
要
な
存
在

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地
域
と

の
連
携
強
化
を
図
り
、
小
規
模

で
も
魅
力
あ
る
地
域
の
大
切
な

学
校
と
し
て
存
続
で
き
る
よ
う

に
、
県
へ
要
望
書
を
提
出
し
た
い
。

公
民
館
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

公
民
館
は
社
会
教
育

法
で
使
い
方
が
限
定

さ
れ
て
お
り
、一
方
で
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
使
い
方

を
市
が
決
め
る
こ
と
が
で
き
、

幅
広
い
活
用
に
つ
な
が
る
。

問
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
の
議

論
を
進
め
ら
れ
な
い
か
伺
う
。

答
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
公

共
施
設
の
在
り
方
か
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
転

換
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ま
ず
は
１
か

所
を
試
験
運
用
し
、
課
題
を
見

極
め
、
他
の
公
民
館
に
広
げ
て

い
く
形
を
検
討
し
て
い
る
。

分水高校ボラン
ティア部が地域の
方々と協働し、国
上の竹でメンマ作
りをしている様子

 答弁   大切な高校の存続に向けて県へ要望する録画映像

佐
さ の

野大
だ い す け

輔
　（新風みらい）

質問項目▶  高校の今後 　 公民館の今後の在り方 
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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

誰もが育児しやすい環境を！

男
性
の
育
児
参
加
が

進
む
中
、
育
児
環
境

が
追
い
付
い
て
い
な
い
現
状

が
見
え
て
き
た
。
男
性
も
女

性
も
子
育
て
し
や
す
い
環
境

を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

問
男
性
の
育
児
参
加
は
社

会
的
要
請
で
、
育
児
環

境
の
改
善
は
必
要
で
あ
る
。
男

性
目
線
で
は
、
お
む
つ
交
換
台

や
授
乳
ス
ペ
ー
ス
以
外
の
対
応

も
必
要
だ
が
、
ま
ず
は
要
望
と

し
て
声
の
あ
る
、
男
性
が
利
用

し
や
す
い
お
む
つ
交
換
台
、
授

乳
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
を
公
共
施

設
で
も
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。答

男
性
ト
イ
レ
の
お
む
つ

交
換
台
設
置
は
ス
ペ
ー

ス
に
よ
る
制
約
が
あ
る
た
め
、

子
育
て
世
代
が
多
く
利
用
す
る

施
設
か
ら
順
次
整
備
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ト
イ
レ
を
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
方
、
乳
幼
児
連
れ
の
方
な
ど

が
適
正
に
利
用
で
き
る
よ
う
注

意
喚
起
し
た
い
。
授
乳
ス
ペ
ー

ス
は
、
男
性
利
用
の
多
い
子
育

て
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

男
女
共
用
の
授
乳
室
を
設
置
し

て
い
る
。
そ
の
他
の
施
設
で
も

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
や
カ
ー
テ
ン

で
仕
切
っ
た
授
乳
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
て
い
る
が
、
男
性
が
利
用

し
や
す
い
状
況
で
は
な
い
こ
と

か
ら
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
を
設

置
し
て
、
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
な
ど
育
児
環
境
向
上
に
努
め

て
い
き
た
い
。

スペース的に既存男性トイレへの
設置は難しいが、代替措置は可能

 答弁   やるべきことをきめ細かくやっていく録画映像

小
こ ば や し

林由
よ し あ き

明
（創成）

男性の家庭・地域社会
における活躍について

（内閣府男女共同参画局）

質問項目▶  持続可能都市の実現 　職員を取り巻く環境への対策

問
新
潟
県
内
で
も
空
き
家

対
策
特
別
措
置
法
で
対

策
を
強
化
し
て
い
る
。
新
潟
県

内
30
市
町
村
の
う
ち
26
市
町

村
で
空
き
家
等
に
関
す
る
対
策

を
実
施
す
る
た
め
の
計
画
を
策

定
し
て
い
る
。
燕
市
の
空
き
家

の
現
状
と
対
策
及
び
各
地
域

︵
燕
地
区
、
吉
田
地
区
、
分
水

地
区
︶
の
件
数
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
相
続
財
産
清
算
人
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
現
状
か

今
後
の
見
通
し
も
含
め
て
伺
う
。

答
燕
市
で
は
、
空
き
家
等

に
関
す
る
対
策
を
実
施

す
る
た
め
、
平
成
28
年
12
月
に

﹁
燕
市
空
家
等
対
策
計
画
﹂
を

策
定
し
て
い
る
。
燕
市
も
県
内

26
市
町
村
の
中
に
入
っ
て
い
る
。

　

地
区
別
の
空
き
家
の
状
況
は
、

燕
地
区
が
４
４
０
棟
、
吉
田
地

区
が
２
３
７
棟
、
分
水
地
区
が

１
９
６
棟
と
な
っ
て
い
る
。

　

相
続
放
棄
な
ど
に
よ
り
、
相

続
人
が
い
な
く
な
っ
た
物
件
の

債
権
、
債
務
の
精
算
を
行
う
た

め
、
相
続
財
産
清
算
人
の
申
し

立
て
で
整
理
す
る
よ
う
な
物
件

は
一
定
数
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ

の
件
数
に
つ
い
て
は
、
市
で
は

把
握
で
き
て
い
な
い
。

　

市
に
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、

安
易
に
相
続
放
棄
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
。

市の空き家の状況について
 答弁   現在873棟で年々増加している録画映像

土
つ ち だ

田　昇
のぼる

（日本共産党議員団）

質問項目▶  空き家対策 　農業問題

令和５年３月には「第２次
燕市空家等対策計画」を
策定、総合的な空き家対
策をさらに推進する

空き家解体前 空き家解体後

早急に！ いじめ・不登校対策

い
じ
め
は
、
人
生
を

変
え
て
し
ま
う
ほ
ど

の
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。﹁
教

育
立
市
宣
言
﹂、﹁
子
育
て
す

る
な
ら
燕
市
﹂
を
掲
げ
る
本

市
に
お
い
て
、
子
供
た
ち
を

い
じ
め
か
ら
守
る
た
め
に
、

早
期
発
見
・
対
応
、
い
じ
め

防
止
等
の
対
策
を
強
く
推
進

す
べ
き
で
あ
る
。
い
じ
め
、

不
登
校
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
と

相
談
し
や
す
い
体
制
構
築
が

急
務
で
あ
る
。
教
育
委
員
会

に
は
、
も
っ
と
子
供
た
ち
の

表
情
や
声
を
聞
い
て
ほ
し

い
！問

い
じ
め
、
不
登
校
の
認

知
件
数
と
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
を
伺
う
。
ま
た
、

学
校
で
月
数
回
の
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
で
相
談
が
で
き
る
の
か
、

体
制
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
の

か
。答

令
和
５
年
度
の
い
じ
め

認
知
件
数
は
暫
定
値
で

小
学
校
７
７
６
件
、
中
学
校
１

０
５
件
、
不
登
校
は
小
学
校
57

人
、
中
学
校
１
１
１
人
で
あ
る
。

２
か
月
に
１
回
以
上
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
心
の
ケ
ア
を
最

優
先
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
不

登
校
解
決
に
向
け
、
学
校
に
な

じ
め
な
い
要
因
等
を
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
相
談
し
て
い
る
。
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
月
１
、
２
回
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
は
週
２
日
で
３
時

間
が
現
状
。
体
制
の
見
直
し
や

不
安
感
や
困
り
ご
と
を
学
校
と

保
護
者
で
共
有
し
、
丁
寧
に
寄

り
添
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
。

令和4年度 「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の
諸課題に関する調査」結果抜粋）

 答弁   共感性を持って取り組む録画映像

岡
お か や ま

山秀
ひ で よ し

義
       （創成）

新潟県報道資料
はこちら

質問項目▶  いじめと不登校問題 　障がい福祉　学びの里　長善館

使われ生きる公園を目指して

公
園
の
遊
具
に
つ
い

て
は
、
公
益
性
が
高

い
公
園
や
燕
市
に
と
っ
て
有

益
な
都
市
公
園
を
幾
つ
か

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
は
遊
具
の
増
設
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
道
の
駅
﹁
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｉ

Ｒ
Ｏ
国
上
﹂
の
後
方
に

あ
る
国
上
健
康
の
森
公
園
は
長

寿
命
化
計
画
対
象
の
都
市
公

園
だ
が
、
こ
の
名
称
を
子
供
た

ち
が
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
名

称
に
変
え
た
ほ
う
が
い
い
の
で

は
な
い
か
。

答
名
称
の
変
更
は
可
能
だ

が
、
条
例
改
正
の
議
会

議
決
が
必
要
と
な
る
。

問
現
在
、
大
小
７
基
の
遊

具
が
あ
る
が
、
遊
具
を

増
設
す
る
こ
と
で
子
供
た
ち
に

も
っ
と
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と

同
時
に
、
道
の
駅
の
集
客
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
。

答
公
園
内
の
遊
具
を
増
設

す
る
こ
と
で
親
子
連
れ

の
来
園
者
が
増
え
、
道
の
駅
な

ど
周
辺
施
設
の
利
用
者
増
加
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
駐
車
場
拡
張
な
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
捉
え
て
検
討
す
る
。

問
公
園
内
に
良
寛
さ
ん
の

像
が
あ
る
が
、
子
供
た

ち
が
遊
ぶ
ほ
う
に
背
中
を
向
け

て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
子
供
た

ち
が
遊
ぶ
の
を
見
守
っ
て
い
る

良
寛
さ
ん
と
い
う
形
に
変
え
ら

れ
な
い
か
。

答
向
き
の
変
更
に
つ
い
て

は
可
能
と
考
え
る
が
、

移
動
時
に
像
本
体
に
影
響
が
な

い
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

子供たちに背を向けて座る
良寛像

 答弁   燕市をアピールできる公園の整備を録画映像

タナカ・キン
       （市民クラブ）

質問項目▶  都市公園 　 国上健康の森公園 　児童遊園
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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

SDGs目標達成に向けて

問
２
０
２
４
年
度
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ

未
来
都
市
・
自
治
体
Ｓ
Ｄ

Ｇ
Ｓ

モ
デ
ル
事
業
に
ダ
ブ
ル
選
定
さ

れ
た
意
義
と
目
標
達
成
に
ど
う
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

答
も
の
づ
く
り
の
伝
統
の

上
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ

の
目

指
す
持
続
可
能
な
地
域
経
済

社
会
の
構
築
の
要
素
を
加
え
た

方
向
性
や
取
り
組
み
が
国
か
ら

の
評
価
、
お
墨
つ
き
を
得
た
と

捉
え
て
い
る
。
目
標
達
成
に
向

け
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ

の
要
素
を
取
り

入
れ
た
各
種
政
策
を
推
進
し
て

い
く
。

問
教
育
委
員
会
と
し
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ

未
来
都
市
・

自
治
体
モ
デ
ル
事
業
に
選
定
さ

れ
た
こ
と
を
ど
う
捉
え
て
今
後

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

答
教
育
委
員
会
で
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
Ｓ

が
目
指
す
持
続

可
能
な
社
会
の
担
い
手
を
育
て

る
た
め
、
市
長
部
局
と
の
連
携

を
強
化
し
、
学
校
現
場
で
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
。

地
震
時
、
命
を
守

る
対
策
に
つ
い
て

問
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

対
象
工
事
の
中
に
あ
る

耐
震
関
連
工
事
の
耐
震
補
強
工

事
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
工

事
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
工

事
は
木
造
住
宅
耐
震
化
事
業

に
移
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か

伺
う
。

答
現
在
、
部
分
補
強
工
事
、

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置

工
事
を
木
造
住
宅
耐
震
化
事

業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
市
町

村
も
あ
る
。
実
績
や
申
請
状
況

を
踏
ま
え
、
耐
震
関
連
工
事
を

木
造
住
宅
耐
震
化
事
業
に
移

す
こ
と
を
今
後
検
討
し
た
い
。

地方創生につながるSDGsの達成に向けて優れた
取り組みを行う自治体のひとつとして選定される

 答弁   要素を取り入れ各種政策を推進していく録画映像

渡
わ た な べ

邉雄
ゆ う ぞ う

三
       （公明党）

燕市SDGｓ
未来都市計画

質問項目▶  ＳＤＧｓ 　 耐震改修 

手遅れになる前に支援を

農
林
中
金
総
合
研
究

所
の
試
算
に
よ
る
と

米
農
家
全
体
の
９
割
以
上
が

赤
字
。
ま
た
別
の
試
算
で
は
、

２
０
５
０
年
に
農
家
の
数
が

８
割
減
少
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
お
り
、
国
全
体
で
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

問
国
や
県
か
ら
の
支
援
も

あ
る
が
、
市
の
補
助
金

と
比
較
し
て
申
請
の
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
。
利
用
し
や
す
い
形
で

農
家
の
方
々
に
対
し
、
よ
り
一

層
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

答
今
後
の
情
勢
等
を
踏
ま

え
、
よ
り
よ
い
補
助
金

が
新
た
に
考
え
ら
れ
な
い
か
検

討
し
て
い
く
。

長
引
く
体
調
不
良
に

悩
む
方
々
へ
周
知
を

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
の
体
調
不

良
に
よ
り
、
予
防
接
種
健
康

被
害
救
済
制
度
に
申
請
す
る

方
が
全
国
で
増
え
続
け
て
お

り
、
現
在
７
６
８
５
件
︵
７

月
８
日
公
表
分
︶
が
認
定
さ

れ
て
い
る
。

問
テ
レ
ビ
、
新
聞
で
こ
の

問
題
に
関
す
る
報
道
が

ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

市
と
し
て
よ
り
一
層
の
市
民
へ

の
周
知
が
必
要
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

答
市
の
健
康
・
医
療
・
子

育
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
起
点

に
周
知
し
、
引
き
続
き
医
療
機

関
の
先
生
方
か
ら
も
周
知
を
し

て
い
た
だ
く
。
市
と
し
て
で
き

る
こ
と
を
最
大
限
や
っ
て
い
く
。

農業に対して国の抜
本的な対策が求めら
れるが、市としても
できる限りの支援が
必要な状況にある

 答弁   今後の情勢を踏まえて検討していく録画映像

稲
い な む ら

村隆
た か ゆ き

行
（創成）

質問項目▶  農業について 　 新型コロナワクチン 

リチウム電池廃棄方法

問
市
民
の
安
全
と
環
境
保

護
の
観
点
か
ら
、
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
含
む
モ
バ

イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
等
の
廃
棄
方

法
の
現
状
を
伺
う
。
ご
み
カ
レ

ン
ダ
ー
に
は
回
収
し
な
い
と
表

記
さ
れ
て
い
る
が
、
適
切
な
廃

棄
方
法
の
周
知
と
メ
ー
カ
ー
の

リ
サ
イ
ク
ル
義
務
づ
け
も
伺
う
。

答
バ
ッ
テ
リ
ー
等
が
発
火

の
危
険
を
伴
う
た
め
、

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
で
適
切
な
廃

棄
方
法
を
周
知
し
て
い
る
。
燕
・

弥
彦
総
合
事
務
組
合
で
は
処

理
施
設
が
な
い
た
め
、
県
内
多

数
の
自
治
体
同
様
に
回
収
し
て

い
な
い
。
資
源
有
効
利
用
促
進

法
で
メ
ー
カ
ー
の
回
収
が
義
務

と
な
り
、
無
償
引
取
り
可
能
な

店
舗
の
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。

経
済
の
落
ち
込
み

支
援
策
の
検
討
を

問
能
登
半
島
地
震
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
市
内
経
済
が
落
ち
込
ん
で

い
る
が
、
事
業
者
の
売
上
げ
減

少
や
経
営
困
難
の
実
態
を
伺
う
。

物
価
や
資
材
等
の
高
騰
で
多
く

の
事
業
者
が
困
難
に
直
面
し
て

い
る
と
考
え
る
が
、
事
業
者
支

援
策
の
検
討
を
伺
う
。

答
各
業
界
が
参
画
す
る
産

業
振
興
協
議
会
で
は
、

市
内
経
済
は
厳
し
い
状
況
と
考

え
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
11
や
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

ク
ー
ポ
ン
券
発
行
等
の
施
策
を

実
施
し
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
と
認
識
し
て
い
る
。
国
や
県

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
必
要

に
応
じ
て
検
討
し
た
い
。破損したモバイル

バッテリーは適切に
処分しましょう

 答弁   カレンダー等で廃棄の周知徹底録画映像

小
こ ば や し

林秋
あ き み つ

光
　　　（創成）

質問項目▶  ポータブルバッテリーの廃棄 　 経済状況の分析と問題提起 

介護事業は社会生活上不可欠

問
国
の
方
針
で
訪
問
介
護

報
酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
、

小
規
模
事
業
者
は
経
営
上
の
困

難
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
か

ら
は
﹁
介
護
の
プ
ロ
と
し
て
プ

ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
ら
れ
た
思

い
﹂
と
の
声
が
多
数
上
が
っ
て

い
る
。
社
会
生
活
上
必
要
不
可

欠
な
事
業
者
と
し
て
、
頑
張
っ

て
き
た
介
護
事
業
者
に
市
と
し

て
寄
り
添
っ
て
も
ら
い
た
い
が
。

答
訪
問
介
護
に
限
ら
ず
、

地
域
密
着
事
業
所
な
ど
、

寄
り
添
っ
て
事
業
を
進
展
さ
せ

て
い
き
た
い
。

問
在
宅
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
負
担
軽
減
事

業
の
概
要
と
対
象
人
数
を
伺
う
。

答
生
計
が
困
難
な
方
が
自

立
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
た
め
、
利
用
者

負
担
を
10
分
の
３
に
軽
減
す
る
。

対
象
は
６
人
で
あ
る
。

問
軽
減
策
が
ス
ム
ー
ズ
に

受
け
ら
れ
る
体
制
か
伺

う
。答

給
付
情
報
を
把
握
し
て

お
り
、
申
請
漏
れ
が
な

い
よ
う
対
象
者
に
案
内
し
て
い

る
。問

阿
賀
野
市
で
は
同
様
の

事
業
で
３
０
０
人
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
を
把

握
し
、
燕
市
の
軽
減
策
拡
充
を

研
究
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
県
下
で
各
保
険
者
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
研

究
し
た
い
。

問
介
護
保
険
料
所
得
区
分

を
13
段
階
に
増
や
し
、

１
か
ら
３
段
階
の
方
に
保
険
料

軽
減
が
拡
充
さ
れ
た
。
利
用
費

軽
減
も
所
得
区
分
１
か
ら
３
ま

で
に
広
げ
る
こ
と
を
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
。

答
県
内
の
取
り
組
み
を
研

究
し
た
い
。

市内の介護事業所
はなくてはならな
い存在

 答弁   事業者に寄り添う気持ちを持っている録画映像

宮
み や じ と し ひ ろ

路敏裕
（日本共産党議員団）

質問項目▶  介護保険事業 



No.78　令和6年6月定例会

つばめ市議会NOTEBOOK 14

一般質問・コラム

マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

J＆Bプロジェクトの目的は

今
は
身
近
に
外
国
人

の
先
生
が
お
り
、
生

き
た
発
音
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
大
変
恵
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
上
、
燕
市
は
﹁
Ｊ
ａ
ｃ

ｋ
＆
Ｂ
ｅ
ｔ
ｔ
ｙ
︵
ジ
ャ
ッ

ク 

ア
ン
ド 

ベ
テ
ィ
︶
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
﹂
が
あ
り
、
早
い

段
階
か
ら
英
語
に
親
し
む
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
中
学
生

は
、
単
語
や
文
法
が
必
要
だ

が
、
小
学
生
に
は
、
苦
手
意

識
を
な
く
し
、
い
か
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
か
が
大

事
で
、
有
効
で
あ
る
と
考
え

る
。問

﹁
Ｊ
ａ
ｃ
ｋ
＆
Ｂ
ｅ
ｔ

ｔ
ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

の
目
的
と
、
今
後
の
目
標
を
伺

う
。答

児
童
生
徒
が
、
一
層
進

展
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
の
中
で
生
き
て
い
く
こ
と
を

見
据
え
、
園
や
小
学
校
、
中
学

校
を
通
じ
た
国
際
理
解
教
育
や

英
語
教
育
を
行
い
、
世
界
に
通

じ
る
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
、

平
成
25
年
度
か
ら
開
始
し
た
。

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と

英
検
３
級
相
当
の
実
力
を
持
つ

生
徒
の
割
合
は
、
国
や
県
の
数

値
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
定
の
成
果
を
収
め
て
い
る
と

考
え
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
、
英
語
が
好
き

に
な
り
、
関
心
を
持
つ
子
供
が

増
え
る
よ
う
に
改
善
を
図
っ
て

い
く
。
そ
し
て
、
世
界
を
舞
台

に
活
躍
で
き
る
資
質
や
能
力
を

持
っ
た
人
材
を
育
て
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

参加した子供達は、参加者同
士で英会話をしたり、グループ
活動に取り組むことで、市内の
異なる学校の友達もできる

 答弁   世界に活躍できる人材を育てていきたい録画映像

田
た な か

中淑
よ し こ

子
  （新風みらい）

Jack&Betty
教室の様子

質問項目▶  英語教育について 　観光業について

常任委員会を開会するに当たっての委員長の言葉。
「本委員会の審査事件は、本定例会で付託された議案○○件です」

議会における「事件」は、議案や意見書、請願などのことを言
います。
「事件」というとおどろおどろしく感じますが、「案件」や「出来事」
という意味合いで使っています。
ただ、議会に提出された時点で、日常の出来事ではなくなってい
るかもしれません。
その最前線で、議会が円滑に運営されるように、議長をはじめと
する議員のサポートを議会事務局は行っています。

市政に関する様々なこと

が議論される議会では、

運営の失敗は許されず、

円滑な議事運営が求めら

れるんだ。

法律・条例・規則・事

例・先例・申し合わせなど、

議会のルールの把握、他

議会の事例を調査すること

も重要なんだ。

議会運営はいろいろな

ケースがあり、とても奥が

深いのね。

い

お

い

た

い

お

い

た

議会で「事件」が起こっている！？ の巻

い

お

い

た
い

お

い

た

い

お

い

た




